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ベンチャー新時代（その後のシリコンバレー）
「雇われない働き方」を考える
法政大学　教授 　小門　裕幸
　世界も米国も騒然としている。今後が見通せない。だからこそ、孤高として
繁栄を続けているシリコンバレーについてこの約十年の動きをまとめておき
たい。
　シリコンバレー経済はICTのリーダとして拡大を続けている。他の地域を寄
せ付けない。ICTの進化は、なお上昇カーブの変曲点にあり、加速化が予想さ
れる。2000年代、クラウドや３Dプリンタが普及、スマホという万能デバイス
の誕生により、我々の生活が様変わりになった。今後もICTはABC、AI、
Blockchain、Cloudを中心にさらなる進化が予想される。
　2014年のダボス会議もシリコンバレーをフォローするようにアウトカム経済
の到来を宣言した。それは、つながりを増すエコシステム、プラットフォーム
を利用した市場創成、そして、価値ある結果に対しての支払をその特徴とする。
　我々は新しい経済社会に足を踏みいれつつあるようだ。シリコンバレーが先
頭を切っている。改善型でない無から有をつくりだすイノベーションが希求さ
れ、感性のマネージメントやベンチャープロデューシング企業とでもいうべき
アクセラレータが誕生している。シェアリングビジネスが急成長し、シェヤリ
ングエコノミやフィンテックという概念も認知されている。企業家通念も変化
した。
　シリコンバレーは、その経済圏を隣接する高密度都市サンフランシスコに延
伸した。その経済力は2015年瞬間風速でシリコンバレーを抜いた。同地では高
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所得者であるエンジニアの都市居住が急速に進み、格差問題が先鋭化。大きな
社会問題にまで発展している。
　ICTが加速化する中で新しいビジネスコンセプトが重視されるようになり、
多くのスタートアップがgoogleやfacebookなどの先端ICT起業にM&Aされ、
その成功起業家／企業家が二度目三度目の起業をする、シリアルベンチャーが
あまた生まれている。起業コストが激減（一説には千分の１）し、ベンチャー
ファイナンスも少額・大数投資方式により、リーン・ベンチャー・キャピタ
ルや既述のアクセラレータなどのスピード感あふれるインキュベータが誕生す
る。働き方においてもコワーキングが始まりコワーキングスペイスという働く
場が普及する。そのコワーキングスペイスをエンジェルが経営し新しいベン
チャーサポートシステムを構築するに至っている。
　Startups-as-pop-culture。全米の起業に燃える若者は気楽に、寛容で自由の
地サンフランシスコを目指すようになった。彼らは従来の企業家／起業家とは
異なりスタンフォード大学と特段のコネクションがあるわけではなく、また
IQの高い高学歴とは限らない。多様な異能者が、アメーバーのように離合集
散を繰り返すなかでネットワークを構築し起業する。彼らは濃密な人間関係を
つくり生活を共有し成功物語を紡いでいるという。
　我が国は、規模においてシリコンバレーには及びもつかないが、このとこ
ろ、30代前後の若い成功起業家／企業家が現れている。大学発ベンチャーも発
芽し、米国ファンドなどの買収を受けいれるベンチャーも現れた。シリコンバ
レーとのコネクションを持つベンチャーも増え、アジアへの関心も高い。若手
成功ベンチャーの多くはエンジェルもしくはシリアルベンチャーとなり、従来
にはないネットワークを形成している。起業家は変わり者ではなくなった。
IQの高い有能な若者も起業するようになった。ベンチャーキャピタルも金融
系ではない、米国的な独立系の人たちがリーダーシップをとる時代となってい
る。1990年代以降20余年、ベンチャー振興のために商法の改正（2005年…会社
法に統合・再編）が行われその他様々な支援策が実行に移される。霞が関から
の笛は吹き続けられた。ようやく目に見える効果が現れてきているといえる。
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　Ⅰ、世界をリードするシリコンバレー
　Ⅱ、ICT進化と加速
　Ⅲ、アウトカムエコノミ
　Ⅳ、企業家通念（イデオロギー）の変化
　Ⅴ、ベンチャー起業環境の激変
　Ⅵ、厚みを増すシリコンバレー　―サンフランシスコに延伸―
　Ⅶ、雇われない働き方と新しい働く空間
　Ⅷ、新しいキャリア概念の登場
　Ⅸ、シリコンバレーモデルの再確認（シリコンバレーモデルは終わったのか）
　Ⅹ、そして、今、日本は
　Ⅺ、まとめ
Ⅰ、世界をリードするシリコンバレー
　最近GAFAという言葉が使われるようになった。世界の経済の今を動かし、
そして将来を牽引する企業４社のことである。Google、アップル、facebook、
アマゾンである。アマゾン（西海岸シアトルに拠点）を除く３社はシリコンバ
レーの企業である。facebookはボストンから移転している。この４社の時価総
額合計が約200兆円に上る。年間の研究開発費の総額も合計で４兆円を超える
（日本の税収が40兆円、日本のGDPが500兆円）。また日本企業の時価総額トッ
プはトヨタで18兆円であることを想起すればすさまじいベンチャー企業が米国
には存在するのである。因みに、世界の大企業の時価総額ランキング（2016／
11）では、アップル5893億ドル（約59兆円＠100円で換算）、googleの親会社で
あるアルファベット5286億ドル（約53兆円）同じくシアトルのマイクロソフト
4685億ドル（約47兆円）、米国が誇る投資会社バークシャー・ハサウェイ3889
億ドル（39兆円）、石油会社エクソン・モービル3620億ドル（36兆円）、アマゾ
ン・ドット・コム3567億ドル（約36兆円）、そして、フェイスブック3413億ドル
（34兆円）である。参考までに、ジョンソン&ジョンソン3028億ドル、JPモル
ガン・チェース2869億ドル、IOTのリーダーシップをとるジェネラル・エレク
トリック2721億ドル、バンカメを抜き西海岸の大銀行となった幌馬車を嚆矢と
するウェルズ・ファーゴ銀行2658億ドルと続く。
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　また、世界のIOT企業の集積地も米国がリードしている。IOTアナリティク
スの調査によれば（2015）、シリコンバレーが325社、かなり水をあけてロンド
ン96社、ニューヨーク88社、ボストン76社、ロサンジェルス57社と続く。東京
は全く存在感がなく、25社で世界12位に甘んじている。同じく同社発表のIOT
企業レイティング（google、twitter、四半期・新聞ブログでのIOT関連調査、
およびLinkedinにみるIOT従業員の数から割り出したもの）でも、全世界トッ
プ20社も太宗は米国企業で、日本はNEC一社のみで、韓国のサムソン、LGの
二社、スエーデンのエリクソン、中国のハウエイの後塵を拝している。
　世界からのシリコンバレー詣はとどまるところを知らない。ハイテクベン
チャーを目指す若者のみならず、世界の大企業も躍起になって彼の地での人材
の確保やネットワーク拡大を図ろうとしている。日本でも大手メーカ、大手の
ICT企業がこぞって研究所を設立している。トヨタ、日産、ホンダの自動車
メーカを筆頭に、ソフトバンク、リクルート、KDDI、などなど目白押しであ
る。
Ⅱ、ICT進化と加速
　ICTの進歩は止まらない。なお上昇カーブの途上にあり、シリコンバレーが
世界のイノベーションのリーダとなっている。未来学者も収穫逓増の行きつく
先は資本主義から協働主義への転換だと予言し始めた。いずれにせよ、われわ
れはこれからも、ICTの大波のうねりに翻弄されることになりそうだ。
（変曲点）
　MITのエリック・ブリニュルフソン他が著した『ザ・セカンド・マシン・
エイジ』（2014）によると、現在は三次曲線の変曲点にあり、成長進歩曲線は
これからまた急上昇するとしている。その上昇は、技術進歩の指数関数的な高
性能化とさらなるデジタル化の進展が、様々な新しい組み合わせ技術によるイ
ノベーションを引き起こすと予想している。
　直近ではABCが今後のICTの重要な柱となって進化するだろうといわれてい
る。AはAI（人工知能）のことでありBはブロックチェインであり、Cがクラ
ウドである。
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（ゼロからイチへ）
　そして、従来の成長はグローバリゼーションによる水平的成長を生み出す、
１をn倍にするようなもの、生産性は上がるが同じもののコピーである。しか
るに、今のシリコンバレーの目指す進歩は、無から有を生む、すなわちゼロを
１にするようなテクノロジの開発である（図１参照）。それは旧態依然とした
ところからは生まれない。硬直的な大組織や保守的な既得権者からは生まれな
い。個人単独でもそれは難しい。官僚的な組織、そして自分の地位を保全しよ
うとするサラリーマン的文化が跋扈する社会からは決して生まれない。人間は
基本的に現状を維持しようとする動物だ。無から有を生み出すことができるの
はベンチャーもしくはスタートアップである。
　ブロックチェインという新しい技術体系が射程に入ってきた。すべての産業
の構造を根こそぎ変えてしまうかも知れない。
図１　グローバリゼーションとテクノロジ
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（シェアリングエコノミの時代）
　ICTの進歩は、社会の新しい仕組みを構造化させていると未来学者リフキン
は指摘した（2015）。そして、その舞台は、資本主義ではなく協働主義に移行
するという。市場経済からシェアリングエコノミ（共有型経済）への遷移を予
言するのである。人々が労働から解放され、市場はCollaborative…commons（協
働型コモンズ）に変わる。社会倫理としての個人の行動規範としての勤勉は
DEEP…PLAYに変わる。つまり、市場ではなく市民社会（Civil…Society）とい
う時空間において人々が才能や技能をシェヤし社会関係資本を生み出す。物質
的な豊さではなく、コミュニティへの愛着の深さなどにより、人生の価値が決
まっていく。そこでは、多くの若者に自己開発の機会が提供され、密度の濃い
精神的な報酬が約束される。その実現のためのツールがIOT（もののインター
ネット）であるとする。それが、①水平型のピア・プロダクション（対等な人
≪ピア≫同志の共同生産）②ユニバーサルアクセス（誰でもが同じようにアク
セスしてサービスを利用できること）③インクルージョン（inclusion）を可能
にするのである。
Ⅲ、アウトカム・エコノミ
　世界の政治経済の有力者が集まるスイスのダボス会議。2015年のテーマはア
ウトカム・エコノミーであった。ICTの進化が経済基盤を揺るがすような変化
をもたらしていると認識したのである。これを第三の波と称した。第一の波は…
操作的効率向上（資産有効利用、営業コスト削減、労働者生産性）であり、第
二の波は新製品・サービスの出現（利用報酬、ソフトベースサービス、データ
のマネタイズ）であった。そしてこの第三の波は、結果に対してのみ報酬を支
払うというコンセプトに変化し（pay…per…outcome）、経営もさらなる連携を
深めたエコシステムに変わり（new…connected…ecosystem）、そしてプラット
フォームが市場を創造すること（platform-enabled…marketplace）…が本格化し
ているとしたのである。
　IOTの普及、ドイツに発したインダストリ4.0の動きを察知し、ICTが人類を
超える勢いであることに警鐘を鳴らさんとしたのかもしれない。翌年2016年の
ダボスのテーマは一転してHumanとなった。
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Ⅳ、起業家／企業家通念（イデオロギー）／若者意識の変化
　このような経済の変化の中で、起業家／企業家のものの見方・考え方、イデ
オロギーといってよいのかもしれないが、大きく変化している。成熟社会には
モノがあふれ、経済はモノづくり支配論理からサービス支配論理に変わった。
起業コストが大幅に削減され起業が簡便になった。起業対象も感性に訴えるも
のに移り、人々の感性をマネージメントする仕組みが求められ、シリコンバ
レーの中心地パルアルト市にIDEO社が設立され、スタンフォード大学では
d-schoolが開始される。また、典型的には2007年アップルのiPhoneが発売され
2008年にWWDS（apple…worldwide…developer…conference）でアプリプラット
フォームがリリースされ、アプリ開発が身近なものとなり、イノベーションの
大衆化とでも呼ぶべき現象が起きた。その結果８年間で約２百万のアプリが誕
生。数億ドルの売上を実現した。ベンチャーが身近なものとなり、ベンチャー
プロデュースを行うアクセラレータと呼ばれる仕組みが生まれる。イノベー
ションを促進する仕掛けとしてハッカソンやアイデアソンと呼ばれるイベント
があちこちで催されるようになった。また近時テレビドラマで、シリコンバ
レーがシリーズで放映されるに至り、ベンチャー（スタートアップ）は若者に
とってポップ・カルチャとなったと伝えられる。
Ⅴ、ベンチャー起業環境の激変
　ベンチャー新時代。その背景には起業環境の著しい変化があった。表１に
ICTの進化とシリコンバレーおよびサンフランシスコで設立された有力ベン
チャー企業をビジュアル的に一覧表としてまとめている。1992年インターネッ
トが民間開放され、誕生したばかりの若きクリントン・ゴア政権の掛け声の
下、情報スーパハイウエイが瞬く間に全米に敷設される。インターネット革命
は、ブラウザ・ソフトを提供するネットスケープの誕生とネット時代の新しい
メディアとなったヤフーの誕生とともに火ぶたが切られる。米国が悩みぬいた
双子の赤字（財政収支・経常収支）も急速に縮小し、米国は世界経済のリーダ
として返り咲く。1995年マイクロソフトがウインドウ95を発売、PCが汎用化し、
ドットコム・ベンチャーブームが起こる。エコノミストをして不況知らずの
ニューエコノミ論を展開させるに至り、経済は急膨張し、2000年いわゆるIT
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バブルは崩壊する。しかし、ネット革命はとどまるところを知らず、双方向情
報発信ができる世界を生みだし（SNS）、インターネットはweb2.0と呼ばれる
新しい次元に突入する。そして、2006年アマゾンがAWS（クラウドと安価な
ソフト）を提供し、アップルがiPhoneを発売するに及び、大量情報処理と高度
な通信環境を持つに至ったネットの時代は再度大旋回を見せる。３Dプリンタ
が普及し始め、シェアリングエコノミのビジネスモデルも認知される。インタ
ネット革命草創期の予言、ウエアラブルとユビキタウスは現実のものとなって
いく。
　この間、シリコンバレーでは、サンフランシスコの比重を高めつつ、google、paypal、
facebook、twitter、dropbox、square、uber、instagramなど、新しい時代の旗手
が次々と登場する。そして、いま時代はABC、AI、すなわち人工知能と、B、
ブロックチェイン、そしてC、クラウドの時代の幕が切って下ろされるので
ある。
　表１　起業インフラの変化
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　Web2.0という時代、双方向の情報発信機能と新たな情報メディアが誕生し、
クラウドが普及。加えて安価な様々なソフトが提供され、図２に示すように、
起業環境に地殻変動が起こった。テクノロジーの急激な変化は市場フロンティ
ヤの急拡大をもたらし、先行大手ICT企業の買収行動を刺激することになる。
ベンチャー企業そして若き起業家／企業家は囲い込まれ、シリコンバレーに呼
び寄せられる。起業家／企業家の出口意識は、リーマンショック後の資本市場
の変質もあり、従来のIPO一辺倒からM&Aに大きくシフトする。ベンチャー
立ち上げ期のファイナンスとしてリーンベンチャキャピタルやアクセラレータ
という仕掛けが生まれた。ベンチャーは短期大量生産が可能となり、ベン
チャーの小口化／大衆化／エコシステムの濃密化が進む。資金もネット調達が
可能となる（クラウドファンディング）。なお、このような状況下、資本市場
の変質はウーバやエアビアンドビなどのユニコーン（時価総額10億ドル以上の
未上場の大型企業）と呼ばれる企業を誕生させることになる。
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　図２　地殻変動
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　そして、いま、ICTの進化は休む間もなく、電動自動車に向けて走り始めて
いる。ICT大手のgoogleやアップル、新興のテスラモータが牽引し、世界の自
動車メーカ、自動車部品メーカを巻き込み、提携・M&Aなど合従連衡の口火
が切られている。グローバル経済は大きな歩みを始めている。
Ⅵ、厚みを増すシリコンバレー　－サンフランシスコに延伸－
　シリコンバレーの基本構造にも質的な変化が起こっている。一つは都市型産
業集積地たるサンフランシスコ経済圏の急成長である。二つ目は、ナレッジク
リエーションの受け皿としてのサンフランシスコSOMA地区の台頭である。
全米のクリエーティブクラスがサンフランシスコに注目し移動性を高め、
SOMA地区に集結する。そして、起業家／企業家人材も変化し、独特のベン
チャー企業家集団（ベンチャー企業コミュニティ）が出現している。シリコン
バレーモデルの再確認が必要だ。
（サンフランシスコ経済圏の急拡大）
　サンフランシスコ湾岸地域（図３参照）は人口760万を抱える一大経済圏を
形成してきた。商業・金融都市のサンフランシスコとICTハイテク地域のシリ
コンバレーが経済を駆動する主たるエンジンだったが、サンフランシスコの繁
栄により経済の重心がサンフランシスコ方向に移動している。シリコンバレー
の経済社会調査機関となったJVSVNは統計を取りはじめて約二十年になるが、
2015年報告書で初めてサンフランシスコを取り上げた。そして様々な指標で、
雇用統計、ベンチャーキャピタルやエンジェルの投資額、特許件数の伸び率、
一人当たり所得額、就業者の学歴分布などで、サンフランシスコがシリコンバ
レーを凌駕したと指摘した。ウーバ、エアビアンドビ、リフト、ソフトファイ
ナンス、ゼネフィット・インシュアランス、ピンタレストなど、シュアリン
グ、フィンテックなど、サンフランシスコにベンチャー投資の大型案件が目白
押しの状態となった。シリコンバレーというハイテクゾーンが北上しているの
である。
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図３　シリコンバレーとサンフランシスコ
（ナレッジクリエーションのプロセスの変化《イノベーションの新手法》）
　二つ目は、ナレッジクリエーションの点である。知識による付加価値の増
大、あるいはイノベーションの進展といってよいと思うが、多様化し深化して
いる。ナレッジの源泉は品質管理によるモノの改善ではない、人間の感性に訴
えるものと認識され、既述のスタンフォード大学を中心としたd-schoolや
IDEOにより新たなイノベーションの試みが開始された。その手法はデザイン
思考と呼ばれる。
　そしてベンチャーキャピタルもYコンビネータや500スタータップなどを典
型とするスタートアップに特化して投資をするアクセラレータと呼ばれるキャ
ピタルが登場している。アクセラレータとは多くのスタートアップを集め・厳
選・小口融資（10万ドル程度）し、そこに専門家によるナレッジを提供する。
ネットワーキングイベント、…起業家育成セミナー、…事業化プログラム、…メン
ターシップ、…ブランディング、…ピッチコンテストなどが行われ、ナレッジの付
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加・撹拌・融合・結合機能などにより短期間でスタートアップを出口に誘導し
ようとするもので、スピードと大数の法則により採算をとっている。Yコンビ
ネータはドロップボックスやエアビアンドビに投資をしたことで有名だ。
（Flight of Creative ClassとSOMA地区の繁栄）
　三つめは、クリエーティブクラスのサンフランシスコへの集積である。クリ
エーティブクラスは都市経済学者リチャード・フロリダが使った言葉で都市成
長の鍵を握る創造的な人々のことであり、フロリダはこのような技術力
（technology）を持つ有能な人材（talent）が寛容な（tolerance）環境を生み出
したサンフランシスコに集結していると指摘した（３T理論）。サンフランシ
スコは、自由の地西海岸にあってビートジェネレーションやヒッピ文化を生み
出し、LGBTの権利に関しても先駆的な動きをしたところである。東海岸とは
一線を画する。サンフランシスコは、事実、東海岸やラストベルトと呼ばれる
中西部や南東部など、そして全世界の多くの有能な若者を引き付けたのである
（図４）。若者たちはルームメートやfacebookつながりなどといったのりで当地
に集まっている。そこで、スタートアップやベンチャー企業家として巣立つの
である。また、もともとサンフランシスコはアート系専門学校の集積が全米
No.1（人口に対するデザイナー率、全国平均＝１、SF…1.76、NY…1.59、LA…1.55）
の地域であり、フリーランス的働き方をする人々が多かったことも幸いしてい
る。彼らがデザイナーとして新しいビジネスに飛び込んでいった。
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表２　両地域沿革対比表
シリコンバレー           サンフランシスコ 
 
 
 
 
 
 
 
 
スタンフォード大学設立(1905) 
 
ガレージ起業(ヒューレット・パッカード:1938)
 
 
半導体研究所の設立(1955) 
半導体ラッシュ(1961-72) (インテル:1968) 
 [トランジスタと集積回路の商用市場拡大] 
KPCB 設立(1972) 
コンピュータの誕生(アップル:1976)(オラクル:1977) 
 
コンピュータラッシュ(1982-90) 
 [コンピュータ周辺機器の商用化] 
(サンマイクロシステムズ:1982)(アドビシステムズ:1982) 
(シスコシステムズ:1984) 
 
ネットラッシュ(1995-01) 
ウェブディレクトリを開発（ヤフー:1995） 
 
(ジョブズ復帰:1997)(グーグル・ペイパル:1998) 
 
ソーシャルネットワークラッシュ(2004-08) （フ
ェイスブック:2004） 
ゴールドラッシュ(1849)
サンフランシスコ市設立(1850)
カリフォルニア銀行設立(1864)
大陸横断鉄道が開通(1869)
金融業が発展
サンフランシスコ州立大学設立(1899)
サンフランシスコ大地震(1906)
 
ハンターズ・ポイント造船所(1941)
[軍事活動のハブ]
ビート・ジェネレーションが活躍(1950)
ヒッピームーブメント(1967)
 性的少数者 LGBT の権利運動(1970)
 
 
 
市当局による都市再開発政策が進行
モスコーンセンタ完成ノース(1992)ウエスト(2003)
ヤーバブエナガーデン完成(1993)
サンフランシスコ州立大学マーケットストリート校(1993)
サンフランシスコ近代美術館 SOMA 移転(1995)
マルチメディアガルチ(1990 年代後半)
AT&T Park が完成(2000)
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図４　 SFに集まる若者　全米から、全世界から
（サンフランシスコSOMA地区の変容）
　彼らが集積したのはサンフランシスコでも再開発に手間取ったSOMA地区
（マーケットストリートの南、1.7平方キロ）であった（図５、６参照）。
SOMAは戦後、貿易業と製造業の基地としてスタートするが、時代の変遷の
中で衰退しスラム化する。一時はサンフランシスコのセックスゾーンと化し不
法地帯とまで言われたところである。市当局による再開発が実行に移されたの
は、AIDSの嵐が吹き荒れた1980年代以降であった。そして1990年代に入りよ
うやく再開発の効果が現れる。1990年代のネット革命時、主としてコンテンツ
産業の拠点として注目を集め、そこはマルティメディアガルチと呼ばれた。そ
して、そこが、ソーシャルアプリ・ラッシュの時代に都市型のベンチャー集積
地として急成長・劇的な変貌を遂げるのである（表２）。ソーシャルネット
ワーキング、クラウド、シェアリングやフィンテック企業の多くがここに居を
構えるに至っている（表３参照）。
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図５ SOMA地区に拠点を置く IT企業・コワーキングスペース一覧 （1,2,3 C…ABC… abc… アイウ…は地図上の表記） 
地場創業企業 
1 Airbnb (2008)：空き部屋仲介業  29 One Kings Lane (2009)：家具や装飾品の特典通販 
2 Automattic (2005)：無料ブログ作成ソフト WordPressを運営 30 Open DNS (2005)：DNSサービスの提供 
3 Anaplan (2006)：クラウド（企業向け販売財務管理ソフト） 31 Practice Fusion (2005)：ヘルスケアの電子記録ウェブ 
4 AngelPad (2010)：ベンチャーキャピタル 32 Prezi (2009)：クラウド（プレゼン用スライド） 
5 Bebo (2005)：SNS  33 Pinterest (2010)：SNS（ピンボード風の地図・写真共有） 
6 BitTorrent (2004)：ファイル共有ソフト動画コンテンツ配信 34 Quantcast (2006)：ビッグデータ(Webトラフィック測定) 
7 ClickTime (1997)：タイムシート管理ソフト コンサル事業から転換 35 Rackspace (1998)：クラウド(PaaS IaaS)ネットサーバーから転換 
8 Clinkle (2012)：モバイル決済 36 Reddit (2005)：SNS（記事や画像等の電子掲示板） 
9 Cloud Flare (2009)：サーバーやネットワークの提供 37 Salesforce (1999)：クラウド(中小企業向け CRM顧客管理システム) 
10 Clustrix (2006)：データベース  38 Splunk (2003)：ITシステムのデータ収集・分析 
11 CNET Networks (1994)：IT分野特化メディア 39 StubHub (2000)：ネット通販（チケット等）eBay買収(2007) 
12 Disqus (2007)：SNS (ブログ)  40 Stumble Upon (2002)：検索エンジン(写真・動画等)eBay買収(2007) 
13 Dropbox (2008)：クラウド（データストレージ・共有） 41 Sun Run (2007)：太陽エネルギー装置開発（住宅向け） 
14 Dropcam (2009)：監視カメラストリーミング配信 Nest買収(2014) 42 Slack (2009)：チームコミュニケーションツール 
15 Eventbrite(2006)：オンラインイベント宣伝・チケット販売 43 Square (2009)：モバイル決済 
16 FitBit (2007)：ウェアラブル機器 ヘルスケア分野サービス 44 Tech Crunch (2005)：テクノロジー系メディア AOL買収(2010) 
17 Heroku (2007)：クラウド (PaaS開発・運営) Salesforce買収(2012)  45 Thumblack (2009)：地域サービスの市場を運営するウェブ  
18 Jaspersoft (2004)：オープンソース帳票ツール開発 46 Twitch (2011)：動画共有・ストリーミング配信 Amazon買収(2014) 
19 Jawbone (1999)：ウェアラブル(IoT)機器 ヘッドセットから転換 47 Twitter (2006)：SNS（短文） 
20 Joyent (2004)：クラウド（大企業向け IaaS PaaS） 48 Uber (2009)：配車サービス 
21 Kabam (2006)：無料オンラインゲーム 49 Ustream (2007)：動画共有・ストリーミング配信 
22 Kaggle (2010)：統計課や分析者によるデータ分析・予測モデリング 50 Yammer (2008)：SNS （ビジネス版企業向け）Microsoft買収(2012) 
23 Lending Club (2006)：貸付型クラウドファンディング 51 Yelp (2004)：ビジネスレーティング 
24 Lyft (2012)：ライドシェア 52 Weebly (2006)：ウェブサイト作成ツール  
25 Lookout (2005)：モバイルのセキュリティソフト 53 Wikimedia (2003)：ウェブ上の百科事典 
26 Marin Software (2006)：クラウド（オンライン広告） 54 Zinch (2007)：教育 Chegg買収(2011) 
27 Mevio (2004)：デジタルメディア 55 Zynga (2007)：ソーシャルゲーム 
28 New Relic (2008)：ウェブ・アプリ上のパフォーマンス管理  
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シリコンバレー企業の拠点 他国や他地域企業の拠点 
A Adobe Systems  E LinkedIn a Amazon.com: AWSクラウド事業 d Spotify(2006):音楽ストリーミング配信〈スウェーデン〉 
B Cisco Systems  F Yahoo!  b IBM:クラウド Watson(AI)事業 e Zendesk (2007):クラウド(顧客管理ソフト)〈デンマーク〉 
C Google G 500 Startups c Microsoft:クラウド事業 f Zipcar (2000):カーシェア〈ボストン〉 
D Oracle   
コワーキングスペース 
ア Bespoke ケ Funders Den チ NextSpace ノ SOMA Central 
イ Bitspace360 コ Gamenest ツ Pacific Workplaces ハ Startup House 
ウ Citizen Space サ Geekdom SF テ Parisoma ヒ StartupHQ 
エ Connection シ Hatch Today ト Reactor SF フ The Hattery 
オ Co-Spot ス HAX ナ RocketSpace ヘ TechShop 
カ DG717 セ Impact Hub SF ニ Runway ホ Third Workspace 
キ Eco-Systm ソ InnerSpace SF ヌ Sand Box Suites マ Wix Lounge 
ク Freespace タ Mission*Social ネ Shared ミ WeWork 
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図５　SOMA地区に拠点を置くIT企業・コワーキングスペース一覧
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図６
表３　SOMAに集積する躍動する企業群
p0ń«PŅ 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ėŃēĶļĢěĞ
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Yelp	  (2004)	   F¦sQ¡ôĽħķŃ
Reddit	  (2005)	   ªłôen
TwiVer	  (2006) gl
Slack	  (2009)	   ĎļŃīĚĶěĞ
Pinterest	  (2010) ĨŀİŃğÊ76ł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Airbnb	  (2008)	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
Uber	  (2009) ¿¶
Ly\	  (2012) ĺąğēćă
čĺĆğđŃħĕ Dropbox	  (2008) ĝŃĘĕĞĽŃĔ
Twitch	  (2011) &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ĩĄŀĜěč LendingClub	  (2005) čĺĆğĩĂŀĝĄŀĎ
Square	  (2009)	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ĆćăĺĪļ FitBit	  (2007)	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（起業家／企業家企業家人材の変化）
　SOMAに集まる起業家／企業家をみてみると、従来のシリコンバレーの企
業家に比べ、次のような特徴が浮かび上がる。一つは、スタンフォード大学と
のコネクションが希薄あること。クリエイティブクラスとして移住してきたも
のは、学歴的にも、シリコンバレーで幅を利かす理系でMBAといったイメー
ジはない。ピータ・ティールが指摘したように、正規分布の右端にいる優秀な
人材が起業するのではなく、両端、つまり右端にいる極め付きのエリートと左
端にいる極めつきのオタクなどのクリエータ／専門家と称すべき人たちが多く
創業している。従って、創業者の分布は逆正規分布となっているというのであ
る。
表４　主要創業者　出身地など
_ōLinkedInûý
«Pōp0	   #pńUŅ	  áwÍń#piPÌŅâ
1999ōSalesforce Maric	  Benioﬀ	  (CEO)áSF→SouthCA→Oracle→	  (35)âß	  
2003ōWikipedia	   Jimmy	  Wales	  (CEO)áAlabama→Bomis	  (30)â	  
2004ōFlickr	  
2013ōSlack	  
Stewart	  Bu\erﬁeld	  (CEO)áCanada→Victoria→Cambridge→Ludicorp	  (29)â
2004ōYelp Jeremy	  Stoppelman	  (CEO)áVirginia→Illinois→Paypal→	  (27)	  â	  
Russel	  Simmons	  (COO)	  áIllinois→Paypal→	  (27)	  â
2005ōReddit	   Steve	  Huﬀman	  (CEO)	  áVirginia→Virginia→	  (22)	  â	  
2006	  ōTwi\er	  	  
2009	  ōSquare	  
Jack	  Dorsey	  (CEO)	  áMissouri→Missouri	  M→NY→	  (24)â	  
Evan	  Williams	  (CEO)	  áNebraska→Nebraska→Pyra	  Labs	  (27)â
2006	  ōLendingClub Renaud	  Laplanche	  (CEO)	  áParis→Montpellier→London→NY→	  Match	  Point	  (30)â
2007	  ōZynga Mark	  Pincus	  (CEO)áChicago→Pennsylvania→Harvard→	  Freeloader	  (29)â
2007	  ōDropbox Drew	  Houston	  (CEO)áMA→MIT→	  (24)â	  
Arash	  Ferdowsi	  (COO)	  áKansas→MIT→	  (22)â
2008	  ōAirbnb Brian	  Chesky	  (CEO)	  áNY→Rhode	  Island	  Design→	  (27)â
2009	  ōUber Travis	  Kalanick	  (CEO)	  áLA→UCLA→Scour	  (22)â	  
Garret	  Camp	  (COO)	  áCanada→Calgary→	  StampleUpon	  (23)â
2010	  ōPinterest Ben	  Silbermann	  (CEO)	  áIowa→Yell→	  (28)â
2012ōLy_ Logan	  Green	  (CEO)	  áLA→UCSB→	  Zimride	  (23)â	  
John	  Zimmer	  (COO)	  áConnecpcut→Cornel→	  Zimride	  (23)â
©TatsuyaßFujiwara
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図７　逆正規の起業家分布
（シリコンバレー ・マフィア）
　ここで、シリコンバレーマフィアという人的ネットワークを紹介しておかな
いといけない。ICTの加速度的展開は、シリコンバレーの自由でカジュアルそ
して多文化に寛容な文化を背景に、独特のイノベーションネットワークを生み
出した。彼らはそれをマフィアと称した。共に会社を立ち上げ成功した仲間
が、それぞれの独立後も密接な関係性を維持し情報を共有しながら相互に投資
をし、新しいビジネスを発展させ、そのネットワークも拡大する。スピンオフ
の連鎖現象はシリコンバレーでもイタリアでも観察されていたが、彼らはそれ
をさらなる次の段階にまで高めているように見える。そして会社はファミリの
ような状態となる。デザイナーやエンジニアなどで構成される技術屋が濃密な
人間関係性を維持し助けあう構造体を創り上げたのである。その独特の団結
力、技術力とネットワーク力が地域のベンチャー・プロデュース・サイクル
となった。この現象は、イノベーションの加速化と、人材が世界から結集する
グローバリゼーションの深化の賜物だと思われる。
　その典型は、1998年に設立し2002年大手オークションサイトのeBayに売却
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（1500億円）したベンチャー企業、ペイパル（電子決済サービス）を巡る人た
ちのネットワークである。ペイパル・マフィアと称される。彼らは成功資金を
原資に、新たなビジネスを次々と生み出していく。彼らはイノベーションネッ
トワークをつくりシリアル・ベンチャーとなる。あるいはエンジェル投資家と
なったのである。
　ペイパルで培われた起業精神はメンバの脳裏にインプリンツされて（キャリ
アインプリンツ）、ピーター・ティール、イーロン・マスクら創業者５人を中
核として、メンバそれぞれがそれぞれのキャリアを積み上げていくのである。
創業者５人については、ピーター・ティールは、ペイパル・マフィアの要と
しての司令塔的役割を果たし、メンバの関係性を維持しすべての案件に出資、
マックス・レフチンはスライド（SNSサービス）を設立、イーロン・マスクは
テスラモータとスペースXを設立、ルーク・ノゼックとケン・ハワリーはファ
ウンダーズファンド（キャピタル）を設立している。ライド・ホフマン（ペイ
パルのボードメンバ、副社長）はLinkedInの共同設立者となり、ジェレ
ミー・ストップルマン（エンジニアリング部門統括）はラッセル・サイモン
（ソフトウエア・アーキテクト担当）とYelp（口コミサイト）を共同設立し、
イヴィッド・サックス（COO）はYammer（企業・組織向けのSNS）及びGeni
（オンライン家系図）を共同創業／創業している。チャド・ハーリー（デザイ
ナ）とスティーブ・チェン（エンジニア、台湾出身）とシャレード・カリーム
（エンジニア、旧東ドイツ出身）はYouTube（オンライン動画）を共同設立し、
プレマル・シャー（プロダクト・マネージャ、インド出身）はKivaという…
MicroFinance企業を設立し、レオロフ・ボッタはシリコンバレーの老舗セコ
イアキャピタルに転職、レイブ・マックキューレ（マーケティング。ディレク
タ）は日本でも有名な500スタートアップを設立する、などなどである。彼ら
の活動は、創業５人を中心に、シリコンバレー・サンフランシスコというハ
イテク地域で起業ラッシュ／新産業創出という壮大なうねりを生み出していっ
たのである。
（独特のベンチャー企業家集団：コミュニティ化するベンチャー企業）
　ピータ・ティールは彼らのベンチャー集団には従来とは異なる特徴があると
いう。シリコンバレーでは起業に参加する人たちは一般に個性が強く激しく議
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論する、取締役会議で対立し、仲たがいをすることがしばしばある。今次
ティールの指摘を斟酌するにそのような関係性が新たな段階に昇華されたよう
に見える。人間関係がより濃密になることで小規模運命共同体的なコミュニ
ティが形成されている。より人間的であるが企業体としての経済合理性を貫徹
しているのである。
　まず、彼らは結婚生活のような人間関係を求める。相性を重視した人間集団
であり、第二は、株式会社だが小さな組織（チーム）で所有／経営／統治が一
体。きわめて機動的・効率的なガバナンスを実現している。ベンチャー・バ
クックト・ガバナンスという経営用語があるが、それは所有と経営が分離する
大企業ガバナンスの非効率を排除し、小規模機動的で、個人のインセンティブ
を所有という仕組みで限りなく高めるものであり、そこにしかるべき人事専門
家（通常有能なキャピタリスト）が入ることで効率的な経営を維持しようとす
るものである。ピータ・ティールのケースは、この仕組みをコミュニタリアン
的組織集団で意思統一を行いながら民主的に経営を行うというものだ。第三
に、彼らはみんな同じバスに乗り運命を共有していることだ。バスの駆動にあ
たっての責任・役割分担（コミットメント）が明快である。第四に分配の平等
原則による適切な報酬分配が実行されていることである。CEOの報酬は決し
て15万ドルを超えることはない。ストックオプションや株式をみんなで所有す
るのである。そして、第五に、組織活性が持続できるように起業的状態の引き
延ばしに腐心する。これらをティールは自らティールの原則だと称している。
　加えて、生き方についても四つの理念を共有している。それらは、探求心の
ための四つの否定と呼び、一に漸進主義の否定、二にリスク回避の否定、三に
現状満足の否定、そして同質性の否定である。
Ⅶ、雇われない働き方と新しい働く空間
１、雇われない働き方と新しい働く空間
　働き方においても大きな変化が見られる。それはコワーキングという概念で
あり、それを実現する場としてのコワーキングスペースであり、そして、そこ
に多くのフリーランサーが出現していることである。サンフランシスコには、
雇われて出社してではなく、雇われずに自由に働く生活様式／ライフスタイル
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が生まれている。労働意識にも変化が起きている。
　コワーキングの発案者はブラッグ・ノイブルグという東海岸出身の若者で
あった。彼はニューヨークのコロンビア大学でコンピュータサイエンスと人文
学を学び、サンフランシスコのスタートアップで働き始める。そこでコワーキ
ングの魅力にとりつかれる。彼は、その働き方が…office…work（高コスト）か
らの解放であり、働く者同士のコミュニケーションや相互刺激の高揚であり、
イノベーションにつながるインスパイアの源泉だと確信する。とりわけ、コ
ワーキングスペースはクリエイティブクラスなどの独立した人々の働く場とし
てサンフランシスコで定着し、グローバルに普及することになる。
　コワーキングという働き方は、1970年代のテレコミューティング（在宅勤務）
にその原型があり、1990年代後半ドットコム時代のシリコンバレーに生まれた
ゲイト・スリ・ワーククラブ（Gate３WorkClub）で試行されたことがある。
ゲイト・…スリーは協働のスペースを提供。そこでは、孤独感や過度プレッ
シャからの解放やある種の救いを見つけるための場であると同時に、エクサ…
イティングで興味深い人々が仕事の合間に交流することで新しいものの見方や
普通では考えられない解決法に気付くための場となることも志向していた。
「どのような働き方をすれば生産性を高め幸福感を味わえるのか」など、根源
的な命題に対して向き合っており、心理学・社会学・文化人類学・人間工学を
踏まえ空間のデザインやインターフェイス・アーキテクチュアの問題にも踏み
込んでいたようだ。仕事を完遂するためのパッションの生み出し方に強い関心
をもっていたともいえる。
　コワーキング、コワーキングスペースには、雇われない働き方をする人たち
が集まった。小規模で自由な…仕事スタイルを好むスター…トアップと投資家と
結びつく場となった。エンジェル投資家がアクセラレータとして進出・経営す
るケースも散見されるようになっている。
　因みに、コワーキングスぺースの生みの親、ノイブルグのフリーランスとし
てのキャリアは次の通り。ソフトウェアのエンジニア（NPOの仕事も請け負
う）に始まり、スタートアップに就職（システム設計を行う）を経て、グーグ
ルに就職、転職してドロプボックスでの就業、そして、2003年、ナイントゥファ
イブ（NineToFive）というグループを設立し、ネット募集により、カフェでカ
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ジュアルスタイルでの仕事を試みる。2005年スパイラルミューズ（SpiralMuse）
に入居、ミッション地区にあった女性のコミュニティセンターでコワーキング
を実践し、そこでコワーキングを宣伝や唱導活動を行うことになり、2006年よ
うやく初のコワーキングスペース、シティズンスペース（Citizen…Space）の設
立に至るのである。
Ⅷ、新しいキャリア概念の誕生
　シリコンバレーとハリウッドは米国でも先駆的な働き方が生まれたところで
ある。個人の自立性が高く、創造的な活動を重視する生き方が実現できるとこ
である。90年代より組織を超えて働くというバウンダリーレス・キャリアが普
及する。それは一度会社を辞めて、また戻ってくる出戻りも可能な社会であっ
た。また、社会のしがらみを嫌い自由を謳歌する人生を展開しようとする人の
多い西海岸では、個人が主体的にキャリアを形成しようとするサブジェクティ
ブ・キャリアが主で、社会的に認知されたポストや職場などで評価しようとす
るオブジェクティブキャリア意識は総じて低い。このようなICTの進化が早い
社会では、知識経済下のキャリア論としてインテリジェント・キャリアが提示
されている。シリコンバレーもハリウッドもこのキャリア意識がぴったりす
る。インテリジェント・キャリアとは、knowing-why（自分に常にwhyを問い
かけ、自分をよく理解する）、knowing-whom（人々とのネットワークをつく
り大事にする）、knowing-how（常に変化する世の中にあって専門性を追究する）
である。また、シリコンバレーにいると感じる人々の前向きさは、スタン
フォードの心理学者クランボルツにより計画的偶発性として理論化され、五つ
の人間の属性が指摘されている。好奇心（curiosity）・柔軟性（flexibility）・一
貫性（persistency）・楽天的（optimistic）・リスクをとること（risk-take）の
五つである。この考え方はアドラーの心理学に通じるものがある。
Ⅸ、シリコンバレーモデルの再確認　シリコンバレーモデルは終わったのか
　インターネット革命の黎明期、私たちはシリコンバレーで勉強会を行い、新
しい時代を予感して1995年『シリコンバレーモデル』（NTT出版）を構想し世
に問うた。メンバは経産省の方をリーダとして、当時シリコンバレーにいた大
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手電機メーカの技術アタッシェを中心とする方々、スタンフォードで学ぶ院生
など、シリコンバレーで新しい時代を膚で感じていた人達であった。その後の
シリコンバレーの発展は私たちの創造を超えるものとなり、多くの書籍が発刊
されたが、2001年、それらの集大成ともいえるThe…Silicon…Valley…Edge（『シ
リコンバレー-なぜ変わり続けるのか-』）がスタンフォード大学のウイリア
ム・ミラー先生を中心とする学者グループにより出版された。そこにシリコン
バレーをシリコンバレー足らしめている10の特徴が明記されているが、これま
での分析を踏まえ、そこに変化があったのか、確認してみたい。
　10の特徴、その概要は次のとおりである。
　#1,…有利なゲームのルール（Favorable…rules…of…the…games）
　#2,…知識集約（Knowledge…intensity）
　#3,……質の高い流動性の高い労働力（A…high…quality…and…globally…mobile…work…
force）
　#4,……結果指向の信賞必罰主義（Result…oriented…meritocracy）
　#5,……リスクをとることに対する報償と失敗に寛容な風土（A…climate…that…
rewards…risk-taking…and…tolerates…failure）
　#6,……オープンなビジネス環境（Open…business…environment）
　#7,……大学と研究機関が産業との交流（Universities…&…research…institutes…that…
interact…with…industry）
　#8,……ビジネス界と政府とNPOとの協働（Collaborations…among…business、…
government…and…nonprofit-organizations）
　#9,……高い生活の質（High…quality…of…life）
　#10,……特徴あるビジネスインフラ（A…specialized…business…infrastructure）
　１と10つまり、判例法という法の考え方や特徴ある柔軟な社会インフラは、
時代のスピードが加速化する中でますます本領を発揮している。アクセラレー
タ、コワーキング、コワーキングスぺイス、そして電動自動車の路上実験など
先駆的な取り組みを実現している。カリフォルニア州は環境規制は世界の最先
端を走り、一方でその他の制度的問題には周辺の諸州とともに柔軟に対応して
いる。この１と10は４、５、６、と相まって来るべきイノベーション時代の社
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会インフラの構築ができているように映る。判例法と自由な市民中心の考え方
はこの時代に優位性を発揮している。
　２、３は、IQの高い人材のみならずオタク的な専門性の高い人たちやデザ
イン能力の高い人たちを全米規模でかつグローバルに巻き込み、またサンフラ
ンシスコという大拠点が加わることにより磁性を増している。
　７、８は、起業のlean化、大衆化（quick化）に伴って目立たなくなってい
るが、底流ではなお重要な基盤を形成している。
　９、について、シリコンバレーがかつて軍の基地であったサンノゼ市（人口
90万）を除いて、人口５万程度の中小都市の集合体で人口密度も高くなく自然
環境を保持してきたが、人口の急増、そしてシリコンバレー経済とサンフラン
シスコ経済との交流・一体化に伴い、渋滞・大気汚染・所得格差など都市問題
を含め諸々の問題が発生している。サンフランシスコは重大な社会問題が生活
の質に影響し始め、大動脈101号線と280号線の渋滞は深刻化している。10の原
則は個々の項目の濃淡に変化はあるが、９を除き基調に大きな変化はないと考
えられる。
　そして、今、シリコンバレにはソーシャルアプリラッシュ後の新しい波、電
動・車載ラッシュが到来している。これは、自動車に対する環境規制強化のな
かでEV化が必須となり、加えて自動車シェアリングビジネスの進展の中で、
自動運転技術の完成が急務になったためである。これは、自動車産業のサービ
ス産業化を意味するものである。
　ウーバが成功するなど（サンフランシスコでは2016初めにタクシ会社が倒
産）、自動車のシェアリングが一般化しつつある。ナビゲーションシステムの
進化は自動運転の完全自動化（level３）までは射程に入ってきた。自動車の
生産台数の減少も見えてきた。このため、自動車産業は、米・独・日の自動車
メーカ、自動車部品メーカ、そしてICT企業群が三どもえになって、M&Aや
アライアンスを急いでいる。その主導権はgoogleを中心とするICT企業が握っ
ているようにみえる。まだまだシリコンバレーからは目を離せない。
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Ⅹ、そして、今、日本は
　我が国は1990年代以降、政府による様々な支援策が実行に移されてきた。
1995年中小企業創造活動促進法（中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨
時措置法）が施行され従来の保護政策から創造的事業活動支援への転換を図
り、1999年から2005年にかけての商法改革で新株予約権制度や種類株式などが
導入される（2005年商法から分離再編され株式会社法制定）。そして2001年大
学発ベンチャー1000社計画（2002年度2004年度の３年間、2004年度末には1099
社達成、2005年度1503社）の目標が打ち出され、2009年、旧産業活力の再生及
び産業活動の革新に関する特別措置法に基づき産業革新機構が設立されベン
チャー・ムーブメントを大企業も巻き込む形で支援・実行されることになる。
2016年には内閣府の日本経済再生本部でベンチャー・チャレンジ2020（各省
庁のベンチャー支援を連動させ強化するもの）が発表されるなど、ベンチャー
支援はなお政策の中核にある。
　ベンチャー投資額も、2015年1523億円となり2006年のピーク（1464億）を超
え、2012年比では2.5倍の水準になっている。フィンテック、AI、ロボット、
バイオ、ヘルスケアなどの新しい業態が台頭、第４次のベンチャーブームが到
来しているといわれる。そのスケールでは米国にまだまだ及びもつかないが、
このところ、若者の成功起業家が誕生し、また大学ベンチャーも発芽し、米国
ファンドなどの買収を受けいれはじめ（Gengo、Schaft、GLM、エウレカ）、
シリコンバレーとのコネクションを持つベンチャーも増え、アジアへの関心も
高まっている。グローバルベンチャーが増加しているといえる。若手のエン
ジェル、若手のシリアルベンチャーも誕生し、起業家も変り者ではなく、IQ
の高い有能は若者も起業にチャレンジするようになってきている。さらに、ベ
ンチャーキャピタルも、金融系ではない、米国的な独立系がリーダーシップを
とる時代に突入しているようである。
Ⅺ、結び（仮説の提示）
　これまで、「ベンチャー新時代」というテーマでシリコンバレーとサンフラ
ンシスコのベンチャーを中心に最近の現象を紹介してきた。シリコンバレーに
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隣接するサンフランシスコにソーシャルアプリを中心とした起業ラッシュが起
こった。それは人間と人間の関係性においてある種の進化があったと言わざる
をえない。コワーキング的な情報の交流により劇的な変化を起こしたといえな
くもない。それが、シリコンバレーの起業文化と相まって働くということに関
しても大きなうねりを生み出しているように思えてならない。
　そして今、そこにはクリエイティブクラスといわれる人々をはじめとして能
力のある人材が世界中から集まっている。サンフランシスコでは、もともとの
専門学校の学生と相まって、雇われない働き方を象徴するようなコワーキング
スペイスが活況を呈している。
　この二つ地域については、人間の働き方そのものが変わりつつある、つまり
ICTの進化が働き方を変えているのではないかと感じてしまう。そして社会の
システムにも影響を及ぼしている。もっと踏み込んで考えると、この二つの地
域では、働き方の形態ではなくて、働き方そのものに対する人々の考え方が
我々とは全く異なっていて、水を得た魚のように変化したのではないかとさえ
思ってしまう。
　シリコンバレーでは、20年前から仕事とは苦しみ（toil）ではなくてプレイ
（play）であるという指摘があった（米国東海岸のジャーナリスト、Jeoffrey…
James）。キャリア論でも先端的な地域で、バウンダリーレスキャリアやイン
テリジェントキャリアや、ブロテアンキャリアが指摘され、計画的偶発理論が
典型的に当てはまったところである。人生を前向きにとらえるアドラー心理学
との親和性が高い。ピーター・ティールも経済合理性の冷たい世界ではなく、
濃密な人間関係の中にこそ勝機があると述べている。また私も前回のペーパー
でシリコンバレーのイノベーションは贈与経済的人間関係の中で起きていると
指摘した。元来、労働は個人主義に基づく個人の意思の発揚の中にある。彼ら
の話を聞いていると「雇われる/雇われない働き方」ということは、どちらが
人生を送るうえでストレスフルかという、そのときの単なる相対感にしか過ぎ
ないのではないか。
　この地は、競争は熾烈かもしれないが人生ゲームを楽しめるところだ。人間
の自由度が高く、自由な人生がある。お互いを受け入れる寛容な人間関係性重
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視社会に一日の長があるように思えてならない。個人主義であるからこそ人間
関係性を重視し、自由で平等で包摂を旨とする世界をつくりあげようとする。
管理されることを好まず、「雇われない働き方」を志向する。雇われていても
気持ちは雇われていない。雇用契約もat　willである。自由に転職できる。企
業人事の目的はリテンション（いかにやめないようにするか）にある。仕事は
ライフスタイルだと彼らはいうが、それにはこのような個人主義社会が背景に
あるのである。
　今、サンフランシスコという都市空間が人気を博している。カウンタカル
チュアとネットテクノロジが交わるところに新しい革命が起きている。これか
らしばらくは、この地が世界をリードするのであろう。そしてブロックチェイ
ンがこの自律分散型の働き方を社会システムとして補強してくれそうだ。
　個人を中心に分権/分散的な的なシステムが組まれている場（国）が優位に
なる。理論を神格化し組織を実体化することでお互いに個を抑圧し、中央集権
的な秩序を構築している日本。この秩序が日本の衰退を押しとどめてくれてい
ることも事実だが、このアンシャンレジームをいかにして自律分散型の社会に
移行することができるのか。それは、個々人が自分の人生を考える働き方への
意識を強く持つこと、キャリアデザインすることにあるようだ。
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ABSTRACT
New Age in Venture Business Has Arrived
– evolution of venture business in Silicon 
Valley and Japan –
Hiroyuki KOKADO
　The…Silicon…Valley…economy…continues… to…grow…as…a… leader…of… the… ICT…
revolution,…even…expanding…its…area…to…San…Francisco.…The…ICT…revolution…is…
accelerating…to…the…inflection…point…of…the…growth…curve.
　Innovations…are…generated…on…a…made-from-scratch…basis,…also…called…zero-to-
one,…rather…than…through…the…process…of… improvements.…The…entrepreneur’s…
mind…and…perspective…have…changed…due… to…a… sharp… fall… in… start-up…costs.…
Many…new…concepts,… such…as…accelerators,… lean… start-ups,… and…co-working…
space…have…arisen.　Startups…are…being…purchased…by…ICT…giants…like…Google…
and…Facebook.……As…a…result,…many…young…serial…ventures…and…angels…have…been…
born.……Investments…in…start-ups…are…gaining…popularity,…especially…investments…
employing…the…small…amounts/large…volume…methodology.
　Japan…has…also…enjoyed…a… rush… in… social… applications,… and…university-led…
ventures…have…arisen.……Japanese…venture…businesses…are…finally…making…contact…
with…Silicon…Valley…and…people… in…other…Asian…countries.　In… the…venture…
capital,…independent…capital…has…taken…the…lead…over……finance-company-related…
venture…capital.……In…the…last…two…decades,…major…revisions…to…the…commercial…
law… (corporation… law)…have… created…a… favorable… environment… for…venture…
businesses.……Other…venture-promoting…measures…have…also…been…put…in…place.…
It…may…be…said… that… the…results…of…government…policy…are… finally…becoming…
apparent.
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